
2024年札幌医科大学問題 1

4, 6, 10のいずれかで割り切れる 1000以下の自然数の個数を求めてください。
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解説・解答

A,B,Cはそれぞれ 4, 6, 10で割り切れる 1000以下の自然数の集合とします。

集合Xの要素の個数を n(X)と表します。
n(A) =

[1000
4

]
= 250 , n(B) =

[1000
6

]
= 166 , n(C) =

[1000
10

]
= 100

4と 6の最小公倍数は 12なので n(A ∩ B) =
[1000

12

]
= 83です。

6と 10の最小公倍数は 30なので n(B ∩ C) =
[1000

30

]
= 33です。

10と 4の最小公倍数は 20なので n(C ∩ A) =
[1000

20

]
= 50です。

4と 6と 10の最小公倍数は 60なので n(A ∩ B ∩ C) =
[1000

60

]
= 16です。

n(A∪B ∪C) = n(A) + n(B) + n(C)− n(A∩B)− n(B ∩C)− n(C ∩A) + n(A∩B ∩C)

= 250 + 166 + 100− 83− 33− 50 + 16

= 366

以上より、4, 6, 10のいずれかで割り切れる 1000以下の自然数は 366個です。
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